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【加齢と鼻疾患】
高齢者と鼻粘膜乾燥感
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高齢者と冒量粘I莫乾燥感

ＭＢＥＮＴ，７：４－１０，２００］

野中聡＊

|AIbstract鼻腔粘膜は吸気の加温・加湿や浄化などのエアーコンディショニング機能をもつ．
加齢にともない鼻粘膜は，上皮層が低くなり，基底細胞数の少ない萎縮した粘膜上皮で覆われ，

固有層は線維化し腺組織の容積が減少し，細小動脈は狭小化する．これらの組織学的変化にくわ

えて，鼻粘膜の機能面からも加温機能の低下，鼻腔通気度の低下，粘液線毛機能の低下などが引

き起こされる．

このような鼻粘膜の組織学的，機能的な変化のため，高齢者では鼻腔粘液の粘桐化，鼻粘膜の

乾燥，痴皮形成，鼻閉感の増強などを主症状とする鼻疾患が増加する．これらの疾患に対処する

ためには，高齢者特有の鼻粘膜の変化に応じた方策，すなわち鼻腔内の加湿を増大させることを

主体として治療方法を選択することが肝要である．

IKeywordsI加齢(aging)，鼻粘膜(nasalmembrane),組織学的変化(histopathologicalchanges)，
鼻腔機能(nasalfunctions)，鼻粘膜乾燥(drynessofnasalmembrane)，老人性鼻炎(geriatricrhinitis）

はじめに

鼻腔は外界に近接する部位にあたり，複雑な構

造をもつ．その機能は嘆覚やくしゃみなどの気道

防御反射の入力路として働くばかりではなく，吸

気の加温・加湿や浄化などエアーコンディショニ

ング機能もある．鼻腔のエアーコンディショニン

グ機能が正常に作動するためには粘液線毛機能，

鼻粘膜分泌腺，血管，神経，局所免疫機能などの

多くの組織と機能系が緊密に関わりあう必要があ

る．

しかし，高齢者の鼻粘膜は加齢にともない様々

な変化を引き起こすため，このようなエアーコン

ディショニング機能が適切に機能しなくなる．そ

のため，高齢者ではしばしば，鼻腔の乾燥感，明

らかな炎症所見をともなわない鼻漏，あるいは鼻

内所見と一致しない鼻閉感などを訴える．鼻腔機

能にこのような年齢的変化が生じることはすでに

周知の事実であるが，その詳細についての研究が

なされたのは近年になってからである．高齢者の

鼻腔の機能がどのように変化するかについては，

1980年に設楽が優れた研究を宿題報告')の一部と

して発表しているが，それ以来いくつかの検討が

なされてきた．

本稿では，加齢にともなう鼻粘膜の変化を形態

的，機能的な面から述べるとともに，高齢者に多

く認められる鼻症状とそれらに対する対処法につ

いてまとめたい．

加齢にともなう鼻粘膜の変化

１．加齢による鼻粘膜の形態学的変化

加齢にともなう生体変化を考える場合，観察さ

れた変化が生体内の因子すなわち加齢に由来する

ものか，あるいは生体外因子によるものかを明確

に判断することは難しい．特に鼻腔は気道系の門

戸であるため，常に外的環境による影響を直接受

けやすい器官である．しかし，我々が一般的に考

える老化は，現実的には生体内外の因子が複雑に
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